
綿密な構成と卓越した画力による､スケールの大き
なハードSFストーリーを得意とし.手塚賃も授賞した

星野之宣さんという漫画家がいます｡作品の舞台は

宇宙や近未来､古代と縦横無尽ですが､彼の描く
地球外で生まれ育った新人類と呼ばれる人間は､手足

が細長く､頭部も大き目ですo重力の少ない惑星や
恒星閤宇宙船内で誕生し育ったという設定で､環境が

生物に与える貢三響を巧みに表現していると感じますo

環境による人類への影響といえば､現在進行中で
対応がままならない福島原発の事故がすく≠頭に浮か

びますが､世界的な環境問題としては､二酸化炭素

等の温室効果ガスの放出などによる地球温暖化や
フロンガスの排出によるオゾン層破壊､開発に伴う
生態系の破壊等があります｡

これらに共通することは､影響が国境を越えて波
及する点です｡ある国で環境保護のための法整備を

進めても､他国の環境破壊の状況によっては被災し
てしまうこもあり､地球環境問題は回際的な枠組み
での対策を必要としているのです｡

1970年以降､ストックホルム会議における人間環

境宣言をはじめ､人間環境の保全と向上に関し､世
界中の人々を励まし導くための共通の見解と原則が

定められた国際合意　声明が数多く提言されている

のをみても､その緊急性が理解できますo

話代わって､エコスクール(環境共生型学校).この

言葉は､ ｢環境に配慮した建物(学校)｣の意味ですが､

ハードと同日引こソフト面での取り組みも含んでいます｡

天沼小の新校舎(ハード)は､すでにご案内の通り､
Fl校庭(芝生)壁面等の緑化､屋上の緑化･
屋上プIJL/の設置､ペアガラスの採用による

塾負垂担抑制
'至バルコニーの設置によるEj_射運敬

三Ej中の自然換気と夜間の外気取込(ナイトパ-ジ

等)による,S巨体蓄熱の低率ユー

且クールヒートトレンチ(取り込んだ空気を地下
に通し､循環させる空気の温度を一定に保つ
システム)やソーラーコレクター､外断熱による

清潔に過ごしましょう

空週負荷の低減
互太陽光･風力発電による節電
を光の塔からの皇室馳/7Jトイレ洗浄水や植栽の潅水等への雨水再利用

等の環境に配慮した設計が施されていますoこの校

舎と関連させて､今年度は､環境教育の全体計画
づくりや実践活動に取り組むことになります｡

例えば､なぜ､バルコニーの設置が涼しい環境を作
ることになるのでしょうり

古くから西殴の寺院や日本の寺社建築にはL　回廊

を伴っている様式が見られます｡実は､建物の周辺
に日陰部分と風の通り道を作ることにより､内部の

熱負荷を抑制する効果があるのです｡
こうした事実にも気付かせつつ､

･ごみの減量･紙などの可燃ごみは資源として再利

用するとともに､給食の残さいの減量を図るo
節電･田中不要な箇所の電気を切ったU､空調の
利用を制限(夏季は30度以上､冬季は10度以下)
したりする｡

などを進めます｡

6月は環境月間にあたるため､区でも都教委と連動
して｢CO2削減アクション月間｣を実施します｡これは､

チェックシ-トを用いて環境に配慮した実践行動を促

進するもので､本校では4年生が中心となって取り
組みますoまた､ 5年生は｢キッズISO14000プログ

ラム｣として､家庭内で電力　ガス　水道などの消

費やコミのリサイクルなどの現状を調べることで環境

意識を高めて､環境マネジメントに挑戦します.

さらに､本年度は環境委員会を｢節電委員会｣と
して位置付け､削減量の算出や集計に留まらず､

積極的な全校への働きかけを行います｡

このような活動を通して､児童に環境保全に向けて
自分達にはどんなことができるのか､どうしたら､
具体的な行動になるのかを考えさせ､頭で理解する
に留まらない､行動する地球人としての資質を高め
ていきたいと思います｡

-･-今月の目標--･

歯を大切にしましょう
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清潔に気をつけて
食事をしましょう



一　　　箱食調理民間委託のスタート/栄養士　増　出　圭　子

調理が民間委託になって何が変わったか｡ただ調理する人間が変わっただけで.子供からみてメニュー

や外見上は特に変わったことはありません｡しかし､給食室内ではとても大きな変化でした｡昨年度迄は､

杉並区立の学校で何年もの経験を積み重ねた区職員の調理主事だったので､食品と分量が入った献立と

前日の簡単な打合わせだけで給食ができていました｡委託になった4月初めには｢みそ汁の味がちょっと今

までとはちがう｣という声も聞こえましたo作る人が代わると､同じ材料､分量でも微妙な火加減や手順

で味が変わってしまうのです｡現在は.子供たちが慣れている味になるよう調理手順を細かく書いた指示

書を作成し､調理員との打合せを重ねています｡香辛料を別に妙めて分量を加減しながら入れるなど,い

ろいろな工夫をしてきた結果､今ではこれまでの天沼小の味に近くなってきました｡

今年度からセンターコートでの会食､学年毎のお弁当給食ができます｡お弁当を持って太陽のひろばや

風のテラス､芝生の校庭で食べられる巳を子供たちは心待ちにしていますoこれからもおいしく､楽しく安

全に食事ができるように､スタッフ全員で協力して給食を作ってまいりますo

校内研究　　研究主任　寺　田　良　太

本年度は､昨年度に引き続き､研究主題を

規範意識を高め､よりよい生き方を主体的に考える児童
～小中連携による 生活指導及び体顛活動の実践を通して～

として､研究の成果を天沼地域に発信していきたいと思います｡

区で実施している学力調査意識調査の結果を分析すると､規範意識を子供たちに身につけさせることは､

学級経営はもちろん､学力向上にも大きくつながることが分かります0

また､規範意識は､人間関係を構築させるために必要な､ ｢相手を思いやる心｣を育てる基盤ともなる

と考えられます｡

そこで､道徳の授業では｢思いやり｣に関する読み物資料を多く取り入れ､道徳的価値の定着を因り､

E]本の伝統　文化理解教育やキャリア教育といった体駄言動を通して､実践(日常)の場面で規範意識を

発揮できる力を身につけさせることを目指して研究を進めていきます0

平成24年2月r7E]㈹には､桔並区の教育課題研究指定校として発表会を行います.地域や保護者の

皆様にもご協力していただきながら研究を進めていきたいと思いますo先月､小中同時に配布した研究広

報誌｢ALPS9｣もぜひご覧ください｡

天沼小の魅力voL3 1 .-い十.∴､∴一二1｢

転居した頃には気つかなかった天沼小の校庭の　　ろいろな草花たちの変化に富んだ形や成長を観察

草花が､春から初夏へと形や色を変えて花開いて　　するのに､とてもよい環境です｡校内の植物の白

きました｡昨年､町会の方々の協力により飼育･　然の姿を､季節を追って楽しんでいけるようにして

栽培委員会を中心に進めてきた花咲けプロジェクト　　いきますo

のプランターにもたくさんの花が咲き誇っています｡
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